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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結
累計期間

第63期
第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結
会計期間

第63期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 266,393 246,301 99,524 94,207 339,042

経常利益（百万円） 1,106 1,468 929 1,389 485

四半期純利益又は当期純損失

（△）（百万円）
57 1,120 262 1,016 △1,358

純資産額（百万円） － － 15,293 14,241 13,543

総資産額（百万円） － － 96,714 88,023 68,410

１株当たり純資産額（円） － － 278.16 259.85 247.08

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）

（円）

1.04 20.45 4.77 18.55 △24.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 15.8 16.2 19.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△7,758 △871 － － 1,961

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△490 △203 － － △402

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
8,849 2,213 － － △2,009

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 3,257 3,426 2,206

従業員数（人） － － 1,317 1,380 1,309

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、第63期第３四半期累計期間、第64期第

３四半期累計期間、第63期第３四半期会計期間及び第64期第３四半期会計期間は、潜在株式が存在しないた

め、第63期は、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、次の連結子会社が清算しております。

名称 住所
資本金
（百万円）

主要な事業の内容
議決権の所有割合
又は被所有割合

（％）
関係内容

（連結子会社）      

UOICHI PANAMA INC.
Panama,
Republic of
Panama

（千ＵＳ＄）

10
食品加工事業 100.0

経営管理

役員の兼任……有

　（注）「主要な事業の内容」欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,380(657)

　（注）１．従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員数であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 22 (－)

　（注）１．従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。

 ２．臨時従業員はおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

「第２　事業の状況　４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載しているため省略いた

しました。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国向けの輸出がけん引し景気は持ち直しているものの、国

内の設備投資や雇用を増やす好循環に至っておらず、雇用・所得環境は厳しく、デフレ基調のなか、個人消費は低迷

したまま推移いたしました。

　水産物流通業界におきましては、景気の先行き不安から消費者の購買意欲は冷え込み、低価格化の進行や販売競争

の激化など非常に厳しい経営環境下にありました。

　このような環境にあって、当社グループは、全体最適のグループ経営のもと、販売力・調達力の強化、顧客起点志向

の追及、地域に対応したソリューションの提供、業務の効率化、諸経費の削減などに注力し積極的な事業活動を展開

してまいりました。

 業績の状況につきましては、当第３四半期連結会計期間の売上高は販売数量の減少や販売単価の低下などにより

942億7百万円（前年同期比94.7％）となりました。損益面では、売上総利益は72億99百万円（前年同期比104.6％）

となり、営業利益は販売費及び一般管理費の間接経費全般について削減等効率化を進め13億20百万円（前年同期比

162.0％）、経常利益は13億89百万円（前年同期比149.5％）となりました。四半期純利益は、固定資産除却損30百万

円の特別損失の計上により、10億16百万円（前年同期比387.4％）となりました。

 　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

 ＜水産物卸売事業＞

 　中央卸売市場を核とする集荷販売機能と全国各地を網羅する販売拠点を活かした幅広い流通網をもつ水産物卸売

事業の売上高は販売数量の減少や販売単価の低下などにより926億83百万円（前年同期比94.5％）、営業利益は販

売費及び一般管理費の間接経費全般について削減等効率化に努め10億73百万円（前年同期比167.0％）となりまし

た。

 ＜食品加工事業＞

 　消費地にある鮮魚加工センターにて輸入サーモンのフィーレ加工及びハマチ、ブリ等の鮮魚加工、量販店向けにお

にぎり等米飯加工などを行う食品加工事業の売上高は低価格化や販売競争が激化するなか11億6百万円（前年同期

比116.1％）、営業利益は主要製品の原材料価格の高騰などにより44百万円の損失（前年同期は33百万円の損失）

となりました。

 ＜養殖事業＞

 　九州、四国にてハマチ、ブリを主力に養殖を展開する養殖事業では、売上高は販売数量の増加により23億48百万円

（前年同期比104.0％）、営業利益は給餌効率の改善や諸経費の削減に努め3億19百万円（前年同期比149.3％）と

なりました。

 ＜その他の事業＞

 　グループの水産物流通を補完する物流事業等その他の事業の売上高は5億52百万円（前年同期比79.0％）、営業利

益は11百万円の損失（前年同期は7百万円の利益）となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、第２四半期連結会計期間末と比べて180億56百万円増加し、880億

23百万円となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加165億10百万円によるものであります。

　負債は、第２四半期連結会計期間末と比べて173億29百万円増加し737億82百万円となりました。主な要因は、支払

手形及び買掛金の増加116億85百万円によるものであります。

　純資産は、第２四半期連結会計期間末と比べて7億26百万円増加し142億41百万円（自己資本比率16.2％）となり

ました。主な要因は、利益剰余金の増加10億16百万円、その他有価証券評価差額金の減少2億92百万円によるもので

あります。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間

末と比べて10億10百万円増加し、34億26百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは29億34百万円の支出（前年同期46億1百万円の支出）となりました。仕入債

務の増加119億4百万円（前年同期110億83百万円の増加）がありましたが、売上債権の増加164億22百万円（前年同

期158億4百万円の増加）及びたな卸資産の増加1億11百万円（前年同期比6億71百万円の増加）が主な資金の減少

要因となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは1億34百万円の支出（前年同期2億79百万円の支出）となりました。有形固

定資産の取得による支出1億15百万円（前年同期1億27百万円の支出）が主な資金の減少要因となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは40億79百万円の収入（前年同期58億39百万円の収入）となりました。短期

借入金及び長期借入金の借入れによる純収入41億19百万円（前年同期58億61百万円の純収入）が主な資金の増加

要因となりました。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、基幹システム構築等に関して、ソフトウェア仮勘定732百万円を計上してお

ります。

(2）設備の新設、除却等の計画

　前四半期連結会計期間末において、重要な設備の新設、除却等の計画はありません。また、当第３四半期連結会計期

間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 209,159,000

計 209,159,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 55,622,921 55,622,921
大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 55,622,921 55,622,921 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成21年10月１日～

　平成21年12月31日
－ 55,622,921 － 6,495 － 6,144

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】 

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式（自己保有）　　329,000　

普通株式（相互保有）　　709,000　　

－

－
－

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　　　　 53,779,000　　　 53,779 －

単元未満株式 普通株式　　　　　　　　805,921　　　　　　　 － －

発行済株式総数 55,622,921 － －

総株主の議決権 － 53,779 －

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

ＯＵＧホールディングス㈱

大阪市福島区野田

一丁目１番86号
329,000 － 329,000 0.59

（相互保有株式）

㈱ショクリュー

大阪市中央区日本橋

　

一丁目22番25号

499,000 － 499,000 0.90

（相互保有株式）

大阪中央冷蔵㈱

大阪市福島区野田

一丁目１番86号
210,000 － 210,000 0.38

計 － 1,038,000 － 1,038,0001.87

　（注）１．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権の

数１個）あります。なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含ま

れております。

　　　　２．当社は、平成22年１月12日に本店所在地を大阪市福島区野田二丁目13番５号に移転しております。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 171 181 168 176 190 185 175 160 146

最低（円） 155 157 160 159 165 167 154 135 134

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,440 2,221

受取手形及び売掛金 ※3
 44,507 27,869

商品及び製品 18,489 16,961

仕掛品 2 6

原材料及び貯蔵品 122 80

その他 1,070 2,503

貸倒引当金 △946 △959

流動資産合計 66,686 48,684

固定資産

有形固定資産 ※1
 12,691

※1
 12,174

無形固定資産 1,765 561

投資その他の資産

投資有価証券 5,581 5,672

その他 3,093 3,986

貸倒引当金 △1,794 △2,668

投資その他の資産合計 6,880 6,990

固定資産合計 21,336 19,726

資産合計 88,023 68,410

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,327 18,240

短期借入金 24,450 20,099

1年内返済予定の長期借入金 4,945 2,741

未払法人税等 174 155

賞与引当金 370 719

その他 3,795 2,477

流動負債合計 66,064 44,435

固定負債

長期借入金 1,299 5,241

退職給付引当金 2,232 2,089

役員退職慰労引当金 38 30

負ののれん 898 1,193

その他 3,247 1,876

固定負債合計 7,717 10,431

負債合計 73,782 54,866
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,495 6,495

資本剰余金 6,153 6,153

利益剰余金 1,863 1,142

自己株式 △219 △217

株主資本合計 14,292 13,574

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 320 342

繰延ヘッジ損益 1 1

土地再評価差額金 △377 △377

評価・換算差額等合計 △55 △33

少数株主持分 4 2

純資産合計 14,241 13,543

負債純資産合計 88,023 68,410
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 266,393 246,301

売上原価 248,243 228,040

売上総利益 18,150 18,261

販売費及び一般管理費 ※1
 17,421

※1
 17,086

営業利益 729 1,175

営業外収益

受取利息 18 9

受取配当金 141 75

負ののれん償却額 307 294

持分法による投資利益 － 1

その他 208 189

営業外収益合計 676 570

営業外費用

支払利息 243 219

持分法による投資損失 0 －

その他 54 58

営業外費用合計 299 277

経常利益 1,106 1,468

特別利益

リース資産処分損引当金戻入額 55 －

投資有価証券売却益 － 20

特別利益合計 55 20

特別損失

投資有価証券評価損 348 －

関係会社貸倒引当金繰入額 165 －

固定資産除却損 － 30

その他 205 －

特別損失合計 718 30

税金等調整前四半期純利益 442 1,458

法人税、住民税及び事業税 125 137

法人税等調整額 255 198

法人税等合計 381 335

少数株主利益 4 2

四半期純利益 57 1,120
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 99,524 94,207

売上原価 92,543 86,908

売上総利益 6,981 7,299

販売費及び一般管理費 ※1
 6,166

※1
 5,978

営業利益 814 1,320

営業外収益

受取利息 5 3

受取配当金 30 19

負ののれん償却額 100 98

その他 59 45

営業外収益合計 196 166

営業外費用

支払利息 79 71

持分法による投資損失 0 0

その他 2 25

営業外費用合計 82 97

経常利益 929 1,389

特別損失

投資有価証券評価損 289 －

関係会社貸倒引当金繰入額 5 －

固定資産除却損 － 30

その他 65 －

特別損失合計 360 30

税金等調整前四半期純利益 568 1,359

法人税、住民税及び事業税 85 98

法人税等調整額 217 241

法人税等合計 302 339

少数株主利益 3 3

四半期純利益 262 1,016

EDINET提出書類

ＯＵＧホールディングス株式会社(E02530)

四半期報告書

14/24



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 442 1,458

減価償却費 583 683

負ののれん償却額 △307 △294

貸倒引当金の増減額（△は減少） △70 8

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25 135

賞与引当金の増減額（△は減少） △381 △367

受取利息及び受取配当金 △159 △86

支払利息 322 260

売上債権の増減額（△は増加） △15,700 △16,134

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,814 △1,359

仕入債務の増減額（△は減少） 13,299 14,278

その他 690 762

小計 △7,069 △655

利息及び配当金の受取額 159 120

利息の支払額 △318 △209

法人税等の支払額 △529 △128

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,758 △871

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △364 △265

投資有価証券の取得による支出 △25 △25

関係会社株式の売却による収入 29 －

短期貸付けによる支出 △1,531 △181

短期貸付金の回収による収入 1,216 159

長期貸付けによる支出 △19 △1

長期貸付金の回収による収入 68 36

その他 136 74

投資活動によるキャッシュ・フロー △490 △203

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 10,940 4,350

長期借入れによる収入 337 950

長期借入金の返済による支出 △1,851 △2,688

配当金の支払額 △550 △328

その他 △26 △69

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,849 2,213

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 600 1,138

現金及び現金同等物の期首残高 2,656 2,206

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 80

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,257

※1
 3,426
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、ダイワサミット㈱、㈱大京、㈱タイゲン、㈱

海老将軍及び㈱ディ・ティ・ネクストは重要性が増したため、連結の範

囲に含めております。また、UOICHI PANAMA INC．は当第３四半期連結会

計期間において清算したため、連結の範囲から除外しております。

 (2）変更後の連結子会社の数

　12社

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

【追加情報】

　　　該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、11,317百万円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、10,374百万円で

あります。

──────　 　２．偶発債務

保証債務 取引保証 ㈱タイゲン 10百万円

※３．第３四半期連結会計期間末日満期手形

第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

ついては、手形交換日をもって決済処理をしており

ます。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機

関の休日であったため、次の第３四半期連結会計期

間末日満期手形が第３四半期連結会計期間末残高に

含まれております。

受取手形 25百万円

──────
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要なものは、次のと

おりであります。

給料及び手当 5,548百万円

荷造運送費 3,033百万円

賞与引当金繰入額 329百万円

退職給付費用 302百万円

貸倒引当金繰入額 210百万円

※１．販売費及び一般管理費のうち主要なものは、次のと

おりであります。

給料及び手当 5,435百万円

荷造運送費 2,940百万円

賞与引当金繰入額 320百万円

退職給付費用 452百万円

貸倒引当金繰入額 247百万円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要なものは、次のと

おりであります。

給料及び手当 1,871百万円

荷造運送費 1,160百万円

賞与引当金繰入額 329百万円

退職給付費用 100百万円

貸倒引当金繰入額 173百万円

※１．販売費及び一般管理費のうち主要なものは、次のと

おりであります。

給料及び手当 1,805百万円

荷造運送費 1,086百万円

賞与引当金繰入額 320百万円

退職給付費用 150百万円

貸倒引当金繰入額 208百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

  百万円

現金及び預金勘定 3,271 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △14 

現金及び現金同等物 3,257 

　

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

  百万円

現金及び預金勘定 3,440 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △14 

現金及び現金同等物 3,426 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　55,622,921株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　 831,272株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　(1）配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 　配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 331 6.00平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

　(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
水産物卸売事
業
（百万円）

水産物加工事
業
（百万円）

養殖事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

　売上高 98,088 952 2,257 700 101,998(2,474)99,524

　営業利益又は

営業損失（△）

　

642 △33 213 7 830 △15 814

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
水産物卸売事
業
（百万円）

食品加工事業
（百万円）

養殖事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

　売上高 92,683 1,106 2,348 552 96,691 (2,483)94,207

　営業利益又は

　営業損失（△）　
1,073 △44 319 △11 1,336 △15 1,320

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
水産物卸売事
業
（百万円）

水産物加工事
業
（百万円）

養殖事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

　売上高 263,677 3,079 4,607 1,957 273,321(6,928)266,393

　営業利益又は

　営業損失（△）　
673 △180 190 △19 663 65 729

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 
水産物卸売事
業
（百万円）

食品加工事業
（百万円）

養殖事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

　売上高 242,248 2,801 5,138 1,669 251,858(5,557)246,301

　営業利益又は

　営業損失（△）　
1,140 △226 240 △53 1,101 73 1,175

　（注）１．当社の事業区分は、業種別の区分により行っております。

２．各区分に属する主要な事業の内容

セグメント名 主要事業内容

水産物卸売事業 水産物及びその製品の売買並びに販売の受託

食品加工事業 食品の加工及び販売

養殖事業 鮮魚の養殖及び販売

その他の事業 物流事業、リース事業

 ３．会計処理の方法の変更及び追加情報

　 前第３四半期連結累計期間　

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(1）に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用

しております。

　これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「水産物卸売事業」の営業利益

が2億13百万円減少し、「水産物加工事業」の営業損失が22百万円増加しております。
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　（リース取引に関する会計基準）

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(2）に記載のとおり、「リース取

引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３

月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６

年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後

開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１

四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用しております。

　なお、この変更に伴うセグメント情報に与える影響は軽微であります。

　（有形固定資産の耐用年数の変更）

　「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から、主として機械及び装置の耐用年数については、

平成20年度の法人税法の改正を契機として見直しを行い、改正後の法定耐用年数に変更しております。　

　なお、この変更に伴うセグメント情報に与える影響は軽微であります。

　

当第３四半期連結累計期間

（セグメント名称の変更）

　第１四半期連結会計期間より「水産物加工事業」から「食品加工事業」に名称を変更しております。

（連結の範囲の変更）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(1）に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より、ダイワサミット㈱、㈱大京、㈱タイゲン、㈱海老将軍及び㈱ティ・ディ・ネクストは重要

性が増したため、連結の範囲に含めております。それに伴い、㈱大京及び㈱タイゲンの事業を「水産物卸売事

業」に、ダイワサミット㈱、㈱海老将軍及び㈱ディ・ティ・ネクストの事業を「食品加工事業」に含めて表

示しております。また、「食品加工事業」のUOICHI PANAMA INC．は当第３四半期連結会計期間において清算

したため、連結の範囲から除外しております。

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。　

（有価証券関係）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

当社グループのデリバティブ取引は、すべてヘッジ会計が適用されているため注記しておりません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 259.85円 １株当たり純資産額 247.08円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1.04円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 20.45円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（百万円） 57 1,120

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 57 1,120

期中平均株式数（株） 55,036,984 54,796,565

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 4.77円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 18.55円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（百万円） 262 1,016

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 262 1,016

期中平均株式数（株） 55,008,903 54,792,542　　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

該当事項はありません。　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

ＯＵＧホールディングス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　秀一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　明彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＯＵＧホールディン

グス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＯＵＧホールディングス株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月15日

ＯＵＧホールディングス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 早川　芳夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　明彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＯＵＧホールディン

グス株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＯＵＧホールディングス株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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